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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
累計期間

第50期

会計期間
   自平成23年４月１日
   至平成23年12月31日

   自平成24年４月１日
   至平成24年12月31日

   自平成23年４月１日
   至平成24年３月31日

売上高（百万円） 120,476 123,664 155,681

経常利益（百万円） 12,628 13,255 14,951

四半期（当期）純利益（百万円） 6,878 7,884 8,093

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
6,827 7,793 8,170

純資産額（百万円） 68,859 75,411 70,202

総資産額（百万円） 170,326 176,952 165,964

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
332.33 380.92 391.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
  －  － －

自己資本比率（％） 40.4 42.6 42.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
9,377 8,136 16,240

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△7,421 △11,141 △9,508

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,008 2,699 △6,095

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
14,219 13,603 13,909

　

回次
第50期

第３四半期連結
会計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
   自平成23年10月１日
   至平成23年12月31日

   自平成24年10月１日
   至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
149.61 168.64

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高や電力供給不足の不安に加え、消費税増税や電気料金値上

げなどの懸念事項もあり、景気の先行きについては依然不透明な状況で推移いたしました。

このような状況下、当第３四半期連結累計期間における販売面では、新デザイン容器やマルチＦＰ（ＭＦＰ：-40

℃～+110℃の耐寒・耐熱性を兼ね備え、耐油・耐酸性、断熱性に優れた発泡ポリスチレン容器）に代表される新機

能容器など、『エフピコフェア２０１２』以降に上市した新製品（約2,000アイテム）の拡販が引き続き好調に推

移しております。

また、マルチＦＰの製造工程で発生する端材を活用したマルチソリッド（ＭＳＤ：マルチＦＰの特性を維持しつ

つシャープな形状の実現を可能とした非発泡ポリスチレン容器）を開発し平成24年11月に上市いたしました。平成

24年5月に上市したＰＥＴリサイクル透明容器「エフピコ エコＡＰＥＴ」（登録商標）シリーズへの切替も順調

に進んでおり、透明度をＯＰＳ並みとしたＰＰ耐熱透明容器も販売量を大きく伸ばしております。

さらに、平成24年11月よりＰＥＴ２軸延伸製品（耐熱性向上と強度アップを実現したＰＥＴ透明容器では世界初

となる２軸延伸シートからの成型品）の販売を開始いたしました。このＰＥＴ２軸延伸製品につきましては、シー

ト押出し機の納入遅れ及びその能力の問題等により、製品上市が当初計画より大幅に遅れたため、コストの発生が

先行していた状況となっておりました。現在では、能力の問題等の改善の目処が立ち、さらに先行して発生したコス

トの負担につきましても、機械メーカーとの間で協議しております。

一方で、汎用製品を中心に不採算取引の見直しを行ってきたこと等により、製品販売数量は前年同期比102.4%と

なりました。なお、製品売上高は、依然として鶏卵パックや汎用製品など一部の製品において価格競争が続いている

ものの、新製品の販売数量が伸びたことに加え、前第２四半期連結会計期間に実施した製品値上げの影響もあり、前

年同期比102.4%となりました。

商品売上高は、平成23年5月より稼動を始めたアイ・ロジック中部ピッキングセンターより、大手ユーザーへ食品

用包装資材の納入を開始する等商品取扱量の拡大に努めたことにより、前年同期比103.2%となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,236億64百万円、前年同期比で31億87百万円の増収（前年同期

比102.6%）となりました。

また、来る平成25年3月5・6・7日の3日間、『エフピコフェア』を昨年に引続き東京・有楽町の≪東京国際フォー

ラム≫にて開催いたします。『知恵と工夫百選』をテーマに、「明日の売り場」の即戦力アイデアを集め、ご来場い

ただく皆様のお役に立てる有益なフェアになりますよう準備を進めております。

利益面におきましては、原材料価格が次第に高騰を続けたため、原材料コストが前年同期に比べ約6億円増加した

他、ＰＥＴ2軸延伸設備など積極的に進めている設備投資等による経費の増加が約15億73百万円となりました。

他方、新製品の販売が好調に推移したことや、グループ全体でのコスト改善及び前第２四半期連結会計期間に実

施した製品値上げを行った効果等による利益改善額は総額で約28億円となり、当第３四半期連結累計期間の経常利

益は132億55百万円、前年同期比で6億27百万円の増益（前年同期比105.0%）となりました。また、経常利益が増加し

たことと、前年同期には東日本大震災に関わる特別損失2億41百万円を計上していたこと等により、当第３四半期連

結累計期間の四半期純利益は78億84百万円（前年同期比114.6%）となりました。

設備面では、平成24年7月より中部リサイクル工場にてＰＥＴメカニカルリサイクルプラント２号機が稼動し、初

期稼動時はＰＥＴリサイクル材料の調達不足により稼動率が低い状況にありましたが、現在では１号機と合わせ年

間２万トン規模となるリサイクルＰＥＴフレークの生産を開始しております。また、平成24年7月には関東八千代工

場が竣工となり、低層階はＰＳＰ製品及びＰＥＴ２軸延伸製品の生産工場、上層階は物流設備として稼動しており

ます。
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また物流設備の拡充のため、平成23年5月のアイ・ロジック中部ピッキングセンター稼動、平成24年4月の関東八

千代工場内のアイ・ロジック関東ピッキングセンター稼動に続き、九州地区（佐賀県神埼市）及び関西地区（神戸

市）において既存拠点の近隣に新たな用地を取得し、平成25年7月及び10月の稼動に向けてピッキングセンターを

中心とした物流設備の建設に着手いたしました。

平成24年12月末には、例年以上に受注ピークが集中し、緊急手配等の対応を行いましたが、関東の一部で配達遅延

が起きるなど、お客様にご心配をおかけしました。今後はこれらの設備投資により11拠点（約4万坪：平成25年度計

画）のピッキングセンターと、6拠点(約13万坪：平成25年度計画)の物流センターにより構成される全国をフルカ

バーする物流ネットワークを構築し、いかなる状況にも対応できるように努めてまいります。

　社会的責任としての障がい者雇用の促進につきましては、障がい者雇用率は16.3％（平成24年3月末現在）となっ

ており、平成24年6月の仙台市に続き、平成24年11月には福井市におきましても、障がい者就労施設におけるペット

ボトル減容ライン新設を支援し、全国２１ヶ所（成型工場：３ヶ所、組立工場：９ヶ所、選別工場：９ヶ所）の事業

所と障がい者就労施設２ヶ所で雇用の機会を提供しております。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より3

億6百万円減少し、136億3百万円となりました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は、81億36百万円（前年同期は93億77百万円の資金獲得）となりました。

　これは主に税金等調整前四半期純利益 130億79百万円、減価償却費72億1百万円及び仕入債務の増加20億48百万円

などによる資金の増加、売上債権の増加 60億31百万円と、たな卸資産の増加 11億96百万円及び法人税等の支払 71

億23百万円による資金の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は、111億41百万円（前年同期は74億21百万円の支出）となりました。

これは主に、工場の生産設備等固定資産の取得による支出 109億33百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により獲得した資金は、26億99百万円（前年同期は10億8百万円の支出）となりました。

　これは主に借入金等の純増加額 71億20百万円と、配当金の支払25億32百万円及びリース債務の返済による支出

18億81百万円などによるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

  当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、8億15百万円であります。

  なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　(5）主要な設備

　需要の増大に対応するため、設備の増設を計画しております。

　その計画の大要は次のとおりです。

　 　 　 　 　 　 　 （単位：百万円）

　 事業所名 　 投資予定金額 　 着手及び完了予定年月 完成後の

会社名 （所在地） 設備の内容 総額 既支払額 資金調達方法 着手 完了 増加能力

提出会社

関西新配送・

ピッキング

センター

（神戸市北区）

倉庫の増設 3,609 52
自己資金

及び借入金

平成24年

11月

平成25年

10月

関西地区の製品

保管能力の増強

ピッキング拠点

として従来の約

2倍の物量に対

応可能

　 合計 　 3,609 52　 　 　 　
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(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

  今後の見通しにつきましては、原材料価格動向に加え、景気の減速が継続し、先行き不透明な状況が続くと予想さ

れます。

  当社グループにおきましては、このような厳しい局面を乗り切るために、徹底した社内合理化をさらに推し進め、

原材料価格の動向はもとより需給環境の変化をも見定め、購買面からも原材料コストの削減に努めてまいります。

  食環境の変化及びお客様のニーズに対応した新素材・新機能・新デザインなど、製品開発に尽力し、適正価格で

の製品販売にも努めてまいります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年2月7日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,142,106 22,142,106

東京証券取引所

大阪証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株　

計 22,142,106 22,142,106 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　

　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

　

　　

（４）【ライツプランの内容】

    該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高 (株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
 （百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年10月1日～

平成24年12月31日
－　 22,142,106 －　 13,150 －　 15,487

　

（６）【大株主の状況】

  当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己株式）

普通株式   1,444,100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  20,681,800 206,818 －

単元未満株式 普通株式      16,206 －
１単元（100株）未

満の株式

発行済株式総数 22,142,106 － －

総株主の議決権 － 206,818 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれており、「議決権の数」

の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。　

　

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エフピコ
広島県福山市曙町一丁目

12番15号
1,444,100 － 1,444,100 6.52

計 － 1,444,100 － 1,444,100 6.52

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権の数１

個）あります。

なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含めております。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社エフピコ(E02412)

四半期報告書

 7/18



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

　

２．監査証明について

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,909 13,603

受取手形及び売掛金 ※2
 37,328

※2
 43,282

商品及び製品 14,662 15,655

仕掛品 131 120

原材料及び貯蔵品 2,184 2,361

その他 4,162 3,791

貸倒引当金 △68 △47

流動資産合計 72,310 78,766

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 34,114 38,345

機械装置及び運搬具（純額） 8,473 9,150

土地 26,767 27,838

リース資産（純額） 8,088 9,389

その他（純額） 8,355 6,010

有形固定資産合計 85,798 90,735

無形固定資産

のれん 1,671 1,263

その他 965 907

無形固定資産合計 2,637 2,171

投資その他の資産 ※1
 5,218

※1
 5,279

固定資産合計 93,654 98,185

資産合計 165,964 176,952

負債の部

流動負債

買掛金 21,565 23,577

短期借入金 16,705 17,862

コマーシャル・ペーパー 15,000 15,000

未払法人税等 4,032 1,815

賞与引当金 1,735 800

役員賞与引当金 101 70

その他 11,410 10,103

流動負債合計 70,551 69,230

固定負債

長期借入金 15,603 21,476

退職給付引当金 1,971 2,106

役員退職慰労引当金 1,098 1,116

その他 6,536 7,609

固定負債合計 25,210 32,309

負債合計 95,762 101,540
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,150 13,150

資本剰余金 15,843 15,843

利益剰余金 45,784 51,099

自己株式 △4,938 △4,938

株主資本合計 69,840 75,154

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 330 238

その他の包括利益累計額合計 330 238

少数株主持分 31 18

純資産合計 70,202 75,411

負債純資産合計 165,964 176,952
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 120,476 123,664

売上原価 83,216 85,126

売上総利益 37,260 38,537

販売費及び一般管理費 24,665 25,497

営業利益 12,595 13,040

営業外収益

受取利息 6 4

受取配当金 67 54

その他 382 549

営業外収益合計 456 609

営業外費用

支払利息 319 264

その他 103 128

営業外費用合計 423 393

経常利益 12,628 13,255

特別利益

固定資産売却益 2 25

特別利益合計 2 25

特別損失

固定資産除売却損 20 92

投資有価証券評価損 75 91

関係会社株式売却損 － 17

災害による損失 ※
 241 －

その他 0 －

特別損失合計 338 201

税金等調整前四半期純利益 12,291 13,079

法人税、住民税及び事業税 5,227 4,939

法人税等調整額 182 255

法人税等合計 5,410 5,194

少数株主損益調整前四半期純利益 6,881 7,885

少数株主利益 2 0

四半期純利益 6,878 7,884
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,881 7,885

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △54 △91

その他の包括利益合計 △54 △91

四半期包括利益 6,827 7,793

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,824 7,792

少数株主に係る四半期包括利益 2 0
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 12,291 13,079

減価償却費 7,098 7,201

賞与引当金の増減額（△は減少） △714 △926

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17 △30

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △20

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 38 33

退職給付引当金の増減額（△は減少） 157 137

投資有価証券評価損益（△は益） 75 91

固定資産除売却損益（△は益） 18 67

受取利息及び受取配当金 △73 △59

支払利息 319 264

災害損失 241 －

売上債権の増減額（△は増加） △10,838 △6,031

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,359 △1,196

未収入金の増減額（△は増加） 386 221

仕入債務の増減額（△は減少） 4,840 2,048

その他 1,991 590

小計 14,460 15,471

利息及び配当金の受取額 73 59

利息の支払額 △303 △270

保険金の受取額 500 －

災害損失の支払額 △445 －

法人税等の支払額 △4,907 △7,123

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,377 8,136

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,259 △10,933

その他 △162 △207

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,421 △11,141

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,400 3,980

長期借入れによる収入 13,700 13,010

長期借入金の返済による支出 △11,750 △9,869

リース債務の返済による支出 △1,992 △1,881

配当金の支払額 △2,358 △2,532

その他 △7 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,008 2,699

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 945 △306

現金及び現金同等物の期首残高 13,273 13,909

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 14,219

※
 13,603
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【会計方針の変更】

（補助金収入の会計処理の変更）

  一部の子会社で実施するリサイクル事業等に係る障がい者雇用に対する助成金は、従来、営業外収益の補助金収入

として計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上原価から控除する処理に変更しております。

  この変更は、ＰＥＴリサイクル事業への本格参入を決定したことを契機とし、平成25年3月期中の中部ＰＥＴリサ

イクル工場等の本格稼動により障がい者雇用が増加、また、助成金も増加する見込みであり、この傾向は今後も続く

と考えられることから、当該事業の採算管理の考え方を財務諸表により適切に反映させるために行ったものであり

ます。

  当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間については遡及適用後の四半期連結財務諸表と

なっております。この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上原価が466百万円減少し、

営業利益が同額増加しておりますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益には影響ありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

投資その他の資産 97百万円 96百万円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。　

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 2,761百万円 2,036百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

※  災害による損失は、東日本大震災関連によるもので、その内訳は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

被災資産の原状回復費用 81百万円   　          －百万円

自家発電機移設費用 51   －

たな卸資産滅失損　 30   －

その他 77   －

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 14,219百万円 13,603百万円

現金及び現金同等物 14,219 13,603
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（株主資本等関係）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年12月31日）

　配当金支払額

 
 　　（決議）
　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月27日

取締役会
普通株式 1,200 58 平成23年３月31日 平成23年６月13日利益剰余金

平成23年11月８日

取締役会
普通株式 1,200 58 平成23年９月30日 平成23年11月25日利益剰余金

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日  至平成24年12月31日）

  配当金支払額

 
 　　（決議）
　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月25日

取締役会
普通株式 1,241 60 平成24年３月31日 平成24年６月11日利益剰余金

平成24年11月６日

取締役会
普通株式 1,324 64 平成24年９月30日 平成24年11月27日利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】
　

前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間　　

（自平成24年４月１日  至平成24年12月31日）

当社グループは、簡易食品容器関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

　

（１株当たり情報）

    　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 332円33銭 380円92銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 6,878 7,884

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万

円）
6,878 7,884

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,698 20,698

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

 平成24年11月6日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　1,324百万円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　64円00銭　

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成24年11月27日

　

（注）平成24年9月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年2月5日

株式会社エフピコ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤  敏博    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙木  政秋    印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エフピコ
の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成
24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エフピコ及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態
並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上 

　

　（注）1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

        2.四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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